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本研究は、子どもの異文化経験が英語コミュニケーション能力と動機づけへ及ぼす影響
を検討した。公立小学校3校の262名（海外滞在経験32名・海外旅行経験132名・海外経験
なし98名）を対象に、5年次に英検ジュニア・シルバーテストと動機づけの質問紙調査を
行い、1年後に追跡調査をおこなった。本結果から、海外滞在経験は、英語コミュニケー
ション能力と内発的動機づけを向上させることが分かった。また、海外旅行経験は、内発
的動機づけを向上させることが明らかになった。6年次には群別のコミュニケーション能
力の影響は変化しないが、異文化経験による内発的動機づけへの影響は消えていた。しか
し、同時期の外発的動機づけの変化も考察した結果から、子どもの異文化経験（海外滞在
経験・海外旅行経験）は、内発的動機づけを高めることを基盤に、6年次には、英語学習
と将来性を繋げる同一視的調整を高め、複数の動機によって動機づけを強化すると結論づ
けられた。

This study examined the effects of intercultural experiences on English commu-
nicative competence and learning motivation of students studying at three public 
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elementary schools in the Kanto region of Japan. The participants of this study were 
262 fifth-grade students with and without intercultural experiences. The students 
were divided into the following groups: those with experience of living overseas (n = 
32), those with experience of travel overseas (n = 132), and those with no overseas 
experience (n = 98). The Eiken Junior Silver Test was administered to the partici-
pants to assess their English communicative competence. In order to assess their 
intrinsic motivation and extrinsic motivation including the constituent regulations 
(identified, introjected, and external), a questionnaire was administered. The study 
also included an identical follow-up procedure conducted after one year, when the 
participants were sixth graders. 

The results of the study suggest that regardless of school grade, students living 
overseas for a mean period of two and a half years showed a greater gain in English 
communicative competence than students without such experience. Specifically, 
the group of participants who had lived overseas for the abovementioned mean 
period showed statistically higher mean scores on the Eiken Junior Silver Test than 
the other two groups. Although an improvement in test scores was recognized from 
grades five to six in all groups, there was no difference in the mean levels of test score 
improvement attributable to exposure to intercultural experience. 

Regarding intrinsic motivation, the findings suggest that in the fifth grade, students 
with intercultural experiences (living and traveling overseas) had stronger intrinsic 
motivation as compared to those without such intercultural experiences; however, 
this difference disappeared in the sixth grade. Thus, it can be inferred that the effects 
of intercultural experiences on intrinsic motivation do not last long. The effects of 
intercultural experiences on extrinsic motivation also show that such experiences 
(living and traveling overseas) increase identified regulation from grades five to six. 
It can be inferred from this that intercultural experiences ultimately enable students 
to envisage more clearly how to relate their English learning to their future goals. 
These results also suggest that intercultural experiences stimulate the development 
of children, as identified regulation becomes strong after adequate intrinsic motiva-
tion is cultivated at an early age.

Effects on introjected and external regulations differed based on the extent of the 
participants’ intercultural experiences. Only the group who had traveled overseas 
showed an increase in introjected regulation from grades five to six. Thus, it can be 
inferred that the experience of traveling overseas promotes learners’ self-motivation 
by leading them to compare their English competence to that of others who have 
achieved higher levels. This inference is reasonable as the experience of traveling 
overseas provides high intrinsic motivation similar to that of the living overseas 
experience, but unlike the latter, it does not increase English competence simultane-
ously. Regarding external regulation, this study found that the experience of living 
overseas increased the external regulation from grades five to grade six, whereas 
the experience of traveling overseas decreased the external regulation in the same 
period. The difference in these results may be due to differences in the degree to 
which students are also engaged in supplementary education. 
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Finally, the present study further provides examples of the effects of intercultural 
experiences on the participants’ English communicative competence and learning 
motivation from their parents’ viewpoint, using the questionnaire responses of the 
parents (e.g., concerning what the participants said or did after intercultural experi-
ences). Based on the findings from the responses of the participants and their par-
ents, three implications relating to potential use of the intercultural experiences of 
students in elementary school English education are discussed.

Keywords: communicative competence; intercultural experiences; motiva-
tion; public elementary schools; self-determination theory

英語教育において、英語力の向上や動機づけの維持は教育の核心をなす。
英語コミュニケーション能力の向上と継続的に英語を学ぶ態度の育成は、
学習指導要領における中核でもある(文部科学省, 2018)。そのため小学生

を対象とした英語学習研究や動機づけ研究は、変化を縦断的に研究する気運が高ま
っている (Adachi, 2011; Nishida, 2015; Ora-Baldwin et al., 2017)。

なかでも小学生を対象とした動機づけ研究には、Deci and Ryan (1985)の自己決定
理論を援用した研究が多い(安達, 2009; Carreira, 2006a, 2006b; Carreira, 2011; Tanaka 
& Kutsuki, 2018）。Dörnyei(1998)が、自己決定理論は動機づけの変化を体系的に分
析できると指摘するように、発達段階にある小学生を対象とした研究に自己決定理
論は有益である。本研究は、小学生を対象として動機づけの変化を体系的に分析す
るため、自己決定理論を援用し、英語学習に対する動機づけを複数年に渡って縦断
的に検討する。

さらに本研究では、上述の英語コミュニケーション能力と動機づけへの影響を異文
化経験別に考察する。小学校における経験を通じての言語活動や国際理解が指摘
されるなか、日本人の海外旅行は身近なものになっている。しかし、実際の海外滞在
や海外旅行などの異文化経験が小学生の英語コミュニケーション能力や動機づけに
どのような影響をもたらすかは明らかになっていない。小学生の英語コミュニケーシ
ョン能力と英語学習に対する動機づけを異文化経験別に検討し、保護者から異文化
経験による影響の具体例を得ることで、国際化が進む小学校における英語教育を提
案する。

先行研究

小学生の英語コミュニケーション能力

小学校における外国語活動と外国語科（以下、小学校英語）の目標は、コミュニケー
ションを図る素地と基礎となる能力の育成である（文部科学省, 2018）。先行研究を
検討すると、このコミュニケーション能力を測定する指標として、英検ジュニア（2015
年までは児童英検という呼称）を使った研究が多い（バトラー・武内, 2006a, 2006b; 
Butler & Takeuchi, 2008; カレイラ, 2007; 泉他, 2014）。英検ジュニアとは、外国語活
動に対応した小学生向けの英語テストである。ブロンズ（初級）、シルバー（中級）、ゴ
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ールド(上級)の3つのグレードがあり、聞き取った英語やその返答に○印をつけて回
答し、成績を正答率で表示する。

ブロンズは「①英語の音やリズムに慣れ親しむ。②初歩的なコミュニケーションに
必要な語句や簡単な表現を聞き、理解する。」ことを目標に掲げた聞くことを測定す
るテストである(日本英語検定協会, 出版年不明, p. 6)。シルバーは「①日常生活での
身近な事柄に関する簡単な語句や表現を聞き、理解する。それに対して簡単に応答
する。②簡単な会話や文をいくつか聞き、その中にある情報を理解する。③文字と音
声の結び付きに関心を持つ。」ことを到達目標にした聞くことを中心にした話すこと 

（やり取り）も想定したテストになっている(日本英語検定協会, 出版年不明, p. 6)。ゴ
ールドは「①日常生活での身近な事柄に関する語句や表現を聞き、理解する。それ
に対して質問したり応答したりする。②まとまった会話や文章を聞き、その中の情報
を理解し、その場面状況を判断したり要旨を把握したりする。③身の回りの語句や簡
単で短い文を読む。」といった、聞くこと、話すこと（やり取り）及び、読むことを測定す
るテストである（日本英語検定協会, 出版年不明, p. 6）。

英語コミュニケーション能力と学年

外国語活動を受けた小学生の英語コミュニケーション能力は、学年に比例して向上
すると指摘されている（バトラー・武内, 2006a; バトラー・武内, 2006b; 泉他, 2014）。
児童英検ブロンズを使用した研究には、バトラー・武内（2006a）が、小学生1年生から
6年生5087名を対象に行った調査がある。調査の結果、全体的なテスト結果は非常に
よく、さらに学年が上がるごとに結果が良くなっていた。また、音声のみを学んだ児童
の結果より音声と文字を学んだ児童の結果の方が良かったと指摘している。近年に
は、34名を対象とした縦断的調査からも、5年次から6年次の間にブロンズテストの得
点が向上したと指摘されている（Nishida, 2015）。

児童英検シルバーを使った研究では、バトラー・武内(2006b)が、外国語活動を受け
る小学3年生から6年生6541名を対象に調査を行い、児童の学年が上がるごとにテスト
結果が向上することを明らかにした。同様に、Butler and Takeuchi(2008)は、学年に加
えて、学校以外の学習経験がテスト結果に影響すると指摘している。泉他（2014）は、
教育課程特例校制度のある小学校において、67名を対象に児童英検シルバーを使っ
たコミュニケーション能力の伸びを測定する調査を行った。その結果、大きな差では
ないが5年生から6年生の間にテスト結果が向上する可能性を指摘している。

児童英検ゴールドを使った調査は少ないが、カレイラ（2007）は、3年生から5年生
80名を対象に英語コミュニケーション能力と動機づけの相関を調査し、受験者のほと
んどが5年生（11名中10名）である上級レベルのテスト結果（ゴールド）と内発的動機
づけとの間に弱い正の相関を確認している。一方で、初級・中級テスト結果（ブロン
ズ・シルバー）と動機づけに相関はほとんどなかった。

これらの結果から、リスニングを中心とした英語コミュニケーション能力は、小学校
英語において学年が上がるごとに向上するが、何らかのほかの影響もみられると推察
できる。一方で、先行研究の多くは、一時点に複数の学年に英語テストを実施して比
較する横断的手法を採用しており、100名を超える児童を追跡した縦断的調査は行
われていない。また、異文化経験により児童のコミュニケーション能力の学年的変化
が異なるかは明らかになっていない。
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英語コミュニケーション能力と異文化経験

先行研究では、英語圏において学齢期の児童が現地の学校に通っていれば2年から2
年半程度で日常的な対面英語コミュニケーションに問題がなくなることが指摘されて
きた(Cummins, 1982/2001; 箕浦, 2006; 中島, 2016)。1　これらの結果は、個人差が大
きいが、2年程度で滞在先の学校生活に支障がない英語コミュニケーション能力を身
に付ける傾向にあることを示している。箕浦（2006）は、家庭で日本語を使っていても
英語圏において英語を教授言語とした学校に通うと、1年程度で日常会話が分かり始
め、2年半で日常場面において不自由がなくなると指摘する。中島(2016)は、第二言
語における会話テストの結果が多くの場合2年目では80％、3年目には100％の正答
率になるが、個人差が大きく4年から5年かかることもあると指摘する。

一方で、帰国後には、海外で習得した言語の喪失がみられるという研究結果があ
る。とくに帰国時の年齢が低い場合や第二言語におけるリテラシー能力が低い場合
は、言語喪失は速い（Tomiyama, 2009）。具体的には、英語圏における英語リテラシ
ーの獲得には、5年から7年の学校教育が必要であるため(Cummins,1982/2001）、リテ
ラシー能力が発達していない場合は、2年程度の海外滞在経験により高まった英語コ
ミュニケーション能力は帰国後に急速に低下する可能性がある。

英語学習に対する動機づけ 

自己決定理論は、自律性の連続体のなかで動機づけを内発的動機づけと外発的動機
づけに分類し、自律的であるほど人は内発的に動機づけられ、その結果として行動の
質が高まると定義する理論である(Deci & Ryan, 1985; Ryan & Deci, 2002, 2017)。内
発的動機づけは、学習行動そのものが楽しく、満足感を得ることができる動機づけで
ある。例えば、英単語を覚えることが楽しいなどが挙げられる。この内発的動機づけを
有する児童は、短期的には、積極的学習行動（例、挙手）や高い学業成果に帰結する
ことが指摘されている（安藤・布施・小平, 2008; 櫻井・高野, 1985）。長期的には、児童
期に内発的動機づけをもって学ぶと、高学年頃には学習内容が難しくなっても自分の
将来と関連付けて努力を費やしても学ぶようになる（櫻井, 2017）。

社会的価値に基づく外発的動機づけは、個人の外部に基準があり、個人の判断が
統制された動機づけを指す。とくに、外発的動機づけは、3つの調整（同一視的調整、
取り入れ的調整、外的調整）に下位分類される（Noels, et al., 2000; Tanaka & Kutsuki, 
2018; Yamaguchi & Tanaka, 1998）。同一視的調整は、個人にとって重要と自己認知
されている外発的動機づけを指す。例えば、パイロットなど英語を使う職業を目指し
ている児童は、英語学習が重要と考え、英単語を覚えることが好きではなくても、英
語学習に対して努力を払い、その結果として、高い学業成果につながる。この同一視
的調整は、内発的動機づけと強く相関し(岡田, 2010)、学習者が自分自身に因果性が
あると認知するため、自律的動機づけ(autonomous motivation)と分類される(Ryan & 
Deci, 2017)。

取り入れ的調整は、恥を避けたり、他者との比較から優越感を感じたりするため
に動機づけられる外発的動機づけを指す。自尊心を満たす非自律的な理由により動
機づけられているため、自己の外に因果性がある。例えば、優越感に浸るために学
習するなどが挙げられ、小学校高学年頃から強くなる（櫻井, 2017）。最も内在化され
ていない外発的動機づけは外的調整と呼ばれ、外部からの要求を満たすために行
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う動機づけを指す。とくに小学生は、保護者からの影響を受けやすく、勉強をしなけ
れば怒られるので行動を起こす動機づけなどが挙げられる。取り入れ的調整と外的
調整は、個人が因果性を自己の外部に置いているため、統制的動機づけ（controlling 
motivation）と分類される(Ryan & Deci, 2017)。

動機づけと学年

小学生を対象とした動機づけの学年比較において、6年生が低い動機づけを有する
と指摘されてきた(安達, 2009; Carreira, 2006a, 2006b; Carreira; 2011, 林原, 2013)。 
Carreira(2006a)は、小学3年生と6年生を比較して、内発的動機づけ、外発的動機づ
け両方において、6年生が最も低い動機づけを有していたと報告している。3年生と4
年生、6年生の男女を比較した研究からも、全体的に学年が上がるごとに内発的動機
づけが低下することが指摘されている（Carreira, 2006b）。英語学習に関する内発的
動機づけが低下するのは、学習一般に関する動機の低下に起因するとの指摘もある
(Carreira, 2011）。林原（2013）は、外国語活動と国際交流とを連携させることで5年生
から6年生の動機づけの低下をなくすことができると指摘している。

同じ研究参加者を追跡する長期的調査はあまり行われていないが、Nishida (2015)
が5年生34名を対象に2年間に渡り4回の縦断的調査を行っている。その結果、学年
比較とは異なり、4回の測定において、内発的動機づけに変化はなかった。また、550
名の小学5年生を対象に自己決定理論を使った1年間の縦断的調査を行った研究か
らは、学習前の動機づけと教室内における学習経験、必要に応じた教員の支援が1
年後の動機づけを予測すると指摘されている(Oga-Baldwin et al., 2017)。

これらの結果から、動機づけは学年により異なると考えられるが、縦断的調査の場
合は、変化がみられない可能性もある。また、学校における外国語学習前や学習中
の経験も児童の動機づけを変化させる可能性がある。

動機づけと異文化経験

教育分野において異文化経験は語学力を伸ばす活動として推奨されるが、小学生の
外国語学習に対する動機づけに肯定的な影響を与えるかは明らかになっていない。
海外滞在経験と動機づけの相関はあまり強くなく、海外旅行経験は国際理解の意識
に影響を与えないという報告がある（安達, 2009; 林原, 2011）。一方で、海外滞在経験
の長さが外国語学習への関心に影響を与えると指摘する結果もある（林原, 2013）。

Tanaka and Kutsuki (2018)は、日本の国際小学校に通う児童112名を対象に自己決
定理論を援用した小学校中学年と高学年の比較調査を行い、学年が上がると低下す
ると指摘されている日本語母語児童の内発的動機づけが、国際学校においては一定
であったと報告している。この動機づけの低下がみられない要因として、国際学校に
は、英語を継承語として学ぶ英語母語児童が在籍し、英語母語児童の英語学習に対
する内発的動機づけは中学年から高学年にかけて向上するため、この継承語学習者
と英語を学ぶことに起因すると解釈されている。

　これらの先行研究から、異文化経験が内発的動機づけへ及ぼす影響は、一定で
はなく、変動しやすい可能性がある。そのため、本研究では、内発的動機づけのみで
はなく、英語を使う将来性（同一視的調整）や他者との比較（取り入れ的調整）、保護
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者からの影響（外的調整）などの変化も同時に検討して体系的に児童の動機づけを
明らかにする。

本研究の目的

本研究は、英語圏以外を含む異文化経験（海外滞在経験、海外旅行経験、海外経験
なし）による英語コミュニケーションと動機づけへの影響を明らかにすることを目的と
する。具体的には、小学生のリスニングを基盤とした英語コミュニケーション能力と英
語学習に対する動機づけを明らかにし、5年生から6年生の1年間にそれらがどのよう
に変化するかを考察する。異文化経験は厳密には海外渡航経験以外も含まれるが、
本研究では、環境による学習者の変化に着目するため八島・久保田（2012）の異文化
への移動を伴う異文化接触の分類を異文化経験として採用し、以下のリサーチクエ
スチョン5点を検討する。

（1） 異文化経験によって5年次から6年次の英語コミュニケーション能力の伸び
は異なるのか。

（2） 異文化経験によって英語コミュニケーション能力は異なるのか。
（3） 異文化経験によって5年次から6年次の動機づけの変化は異なるのか。
（4） 異文化経験によって動機づけは異なるのか。
（5） 保護者がみた児童の異文化経験による英語コミュニケーション能力と動機

づけへの影響の具体的な経験例は何か。

方法

調査協力者と手続き

調査協力者は、関東圏にある公立小学校3校に通う5年生である。3校の5年生全員を
対象に調査を依頼し、2018年7月に第1回目の調査を行い、6年生なった2019年7月に
追跡調査を実施した。学校を通じて保護者に書面で許可を得て2年間調査に参加し
た児童のうち、質問項目すべてに解答していない児童、母語が日本語以外の児童を
スクリーニングした結果262名（男子125名、女子137名）を分析対象とした。英語テス
ト（英検ジュニア）及び質問紙の配布回収はクラス担任の協力を得て実施し、調査者
は必要に応じて補助に入った。

調査協力者の異文化経験は、1ヶ月以上の海外滞在経験がある児童32名、海外旅
行経験がある児童132名、海外経験がない児童98名であった。海外滞在経験があり、
かつ海外旅行経験がある児童は、本研究の目的から海外滞在経験のある児童に分類
した。海外滞在経験がある児童の平均滞在年数は2年6ヶ月であった。滞在先は、アメ
リカ、アラブ首長国連邦、イギリス、インド、インドネシア、ガーナ、ケニア、シンガポー
ル、タイ、中国、ドイツ、ベトナム、香港、ニュージーランドである。海外旅行経験があ
る児童の旅行先は、アメリカ、イギリス、イタリア、インドネシア、オーストラリア、オマ
ーン、カナダ、韓国、カンボジア、クロアチア、シンガポール、台湾、タヒチ、中国、チ
ェコ、ニュージーランド、マレーシア、モルディブ、フランス、フィンランド、ベトナム、香
港、ロシアであり、1カ国から4カ国の海外旅行経験があった。
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また、異文化経験による影響の具体例を明らかにするため、2年目の調査時に保護
者にも質問紙調査を行った。質問紙は児童を通して保護者に渡してもらい、保護者
は郵送にて回答を返送した。質問紙には、異文化経験に関する質問の他、自由記述
には、海外を経験した児童の保護者に対して、外国を経験後の子どもの英語学習に
対する変化について気づいたことの記述を依頼した。262名のうち148名の保護者から
回答があった。

各校1名の担任にも質問紙による調査を行った。具体的には、指導環境や児童の
海外経験と英語学習について質問し、児童の海外経験がほかの児童の英語学習へ
与える教育的効果があるかについて尋ねた。効果があると考える場合は具体的な経
験を記述してもらった。

学習環境

調査を行った地域は英語特区の指定を受けており、児童は1年次から英語を学習し
ていた。3校の小学校のうち、2校は担任と外国語指導助手が、１校は担任・外国語指
導助手・専科教員が、外国語活動を担当していた。

材料

本研究では、以下の英語テストと動機づけ尺度を使用した。

英語テスト
英語コミュニケーション能力を測定するために英検ジュニア・シルバー学校版を採用
した。レベル設定は、3校の担任と一緒に決定した。2回目のテストは同じシルバーレ
ベルの異なる版を使用した。

英語学習に対する動機づけ尺度
英語学習に対する動機づけ尺度は、日本の国際小学校において開発された動機づ
け尺度を使用した(Tanaka & Kutsuki, 2018)。この尺度では「なぜ英語を勉強します
か」という質問項目に対して「英語のことばを覚えるのが楽しいから」などを「ぜんぜん
そう思わない（1点）」から「とてもそう思う（5点）」の5件法で回答を求め、自己決定理
論に基づく動機づけ（内発的動機づけ、同一視的調整、取り入れ的調整、外的調整）
を測定した。動機づけのこれら4側面の項目例は、英語のことばを覚えるのが楽しい
から（内発的動機づけ）、英語を勉強すると、将来よい学校に行けるから（同一視的調
整）、英語ができないと、かっこうが悪いから（取り入れ的調整）、お父さんやお母さん
が「やりなさい」というから（外的調整）である。なお、先行研究と同様に、児童の理解
を促進するため、漢字にはふりがなを振った。

　
分析

分析には、主に3つの手法を使用した。まず、リサーチクエスチョン１と2を分析するた
めに、児童の英語テストに対して、異文化経験（海外滞在経験あり、海外旅行経験あ
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り、海外経験なし）×英語テスト（5年次、6年次）の二要因混合計画の分散分析を行
った。次に、リサーチクエスチョン3と4を分析するために、児童の英語学習に対する
動機づけに対して、異文化経験（海外滞在経験あり、海外旅行経験あり、海外経験な
し）×動機づけ（内発的動機づけ、同一視的調整、取り入れ的調整、外的調整）×年次

（5年次、6年次）の三要因の混合計画の分散分析を行った。最後に、リサーチクエス
チョン5を分析するために、保護者の自由記述に対して、大谷（2007）のSCAT（Steps 
for Coding and Theorization)を参考に分析を行った。具体的には、保護者の自由記
述を、回答者1名毎に1つのセルを使用してエクセルにテクストとして入力し、テクス
トの中で注目すべき語句を研究者が抽出し、抽出した注目すべき語句を言いかえ、
言いかえを説明するようなテクスト外の概念を記載し、構成概念に分類した（大谷, 
2007）。本研究は、大谷の質的研究と異なり、量的と質的な分析を持つ混合研究のた
め、構成概念には、英語コミュニケーション能力、内発的動機づけ、同一視的調整、
取り入れ的調整、外的調整から選択する標準化コーディングを採用した。2複数にま
たがる概念が抽出された場合は、テクストの文末の意味に注目し、より近い構成概
念、または両方に分類し、3個人情報に配慮した回答を具体例として抽出した。分類
できなかった項目はその他に分類した。

これらの分析を踏まえて、以降の結果と考察は、リサーチクエスチョン順に記述を
行った。考察は、児童の質問紙の統計的結果に、SCATによる保護者のテクストと概
念の結果を組み込むことで、理論を可視化しながら記述することを試みた（リサーチ
クエスチョン1から4）。また、SCATによる分析から抽出された概念を自己決定理論か
ら考察することで、保護者がみた児童の具体的な経験を理論に繋げ、求められる教
育的介入に対して理論的記述を試みた（リサーチクエスチョン5）。

結果

まず、英語テスト結果の平均値と標準偏差、および歪度と尖度を算出した（表1参照）。
平均値は80点以上と高く、群別にすると6年次の海外滞在経験群には天井効果がみら
れたが、全体として、英語テストの結果の歪度と尖度は±2の範囲であり、竹内（2012）
に基づき、正規分布と判断した。次に、動機づけ下位尺度の平均値と標準偏差及び、
信頼性と妥当性を確認した（表2参照）。信頼性は、内的適合性を確認した。内発的動
機づけ4項目（α = .88, .89）4、同一視的調整3項目（α = .68, .73）、取り入れ的調整5項目

（α = .71, .63）、外的調整3項目（α = .64, .63）のクロンバックアルファ係数を算出し、.70
以上を求めていたがすべての項目に.63以上の値をとったため内的一貫性がみられると
判断した。妥当性は論理的妥当性を検証した。各項目の相関を調べ、内発的動機づけ
から同一視的調整（r = .37, .21）5、取り入れ的調整（r = .25, .18）、外的調整（r = .13, .07
）の順に相関が弱まることから、自己決定理論の論理的妥当性を確認した。自己決定理
論は、調整が内在化される順に自己決定性が高まると指摘し(Ryan & Deci, 2002)、下位
尺度である内発的動機づけから隣接する同一視的調整への相関が最も強く、取り入れ
的調整、外的調整の順に弱まると指摘されている（Noels et al., 2000）。
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表1．
年次別・群別における英語テスト正答率の平均値と標準偏差及び歪度・尖度

5年次
　 M SD Skewness Kurtosis

全体 81.08 11.14 -0.52 0.07 
海外滞在経験群 (n = 32) 87.13 11.63 -0.70 -0.48 
海外旅行経験群 (n = 132) 80.32 10.80 -0.64 0.46 
海外経験なし群(n = 98) 80.12 10.92 -0.52 -0.01 

6年次
　 M SD Skewness Kurtosis

全体 84.12 10.38 -0.38 -0.22 
海外滞在経験群 (n = 32) 87.72 13.16 -1.03 0.39 
海外旅行経験群 (n = 132) 83.89 10.01 -0.44 0.29 
海外経験なし群(n = 98) 83.24 9.72 -0.12 -0.99 

N = 262

表2.

年次別・群別における動機づけの平均値と標準偏差

５年次
外的調整 取り入れ的

調整
同一視的

調整
内発的 

動機づけ

　 M SD M SD M SD M SD
全体 1.94 0.88 2.47 0.85 2.97 0.97 3.60 1.07 
海外滞在経験群 (n = 32) 1.89 0.85 2.68 0.86 3.00 1.10 3.92 0.97 
海外旅行経験群 (n = 132) 2.03 0.92 2.48 0.92 3.01 1.02 3.71 1.05 
海外経験なし群(n = 98) 1.84 0.82 2.40 0.75 2.89 0.87 3.34 1.08 

６年次

　
外的調整 取り入れ的

調整
同一視的

調整
内発的 

動機づけ

　 M SD M SD M SD M SD
全体 1.85 0.80 2.52 0.77 3.12 0.99 3.46 1.13 
海外滞在経験群 (n = 32) 1.97 0.80 2.34 0.66 3.05 1.05 3.28 1.33 
海外旅行経験群 (n = 132) 1.86 0.86 2.63 0.86 3.25 0.95 3.58 1.14 
海外経験なし群(n = 98) 1.80 0.69 2.42 0.67 2.97 1.01 3.35 1.05 

N = 262
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群別の二年間の英語コミュニケーション能力とその変化を検討するため、異文
化経験（海外滞在経験あり、海外旅行経験あり、海外経験なし）×英語テスト（5年
次、6年次）の二要因混合計画の分散分析を行った。その結果、交互作用は有意で
はなかったが（F(2,259) = 1.37, p = .255,ηp

2 = .01）、英語テストの主効果は、1％水準
（F(1,259) = 12.96, p < .001,ηp

2 = .05）で有意であり、5年次より6年次の英語テストの
結果が向上していることを示していた(図1参照)。また、異文化経験の主効果は5%水
準（F(2,259) = 4.65, p = .024,ηp

2 = .04）で有意であり、多重比較の結果、海外滞在経
験群の英語テスト得点が(M = 87.42)、海外旅行経験群と海外経験なし群の英語テス
ト得点(M = 82.11, M = 81.68)より有意に高かった(図2参照)。

図1.
年次別における英語テスト（英検ジュニア）平均値の比較
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図2.
群別における英語テスト（英検ジュニア）平均値の比較

群別の動機づけと二年間の変化を検討するため、異文化経験（海外滞在経験あ
り、海外旅行経験あり、海外経験なし）×動機づけ（内発的動機づけ、同一視的調
整、取り入れ的調整、外的調整）×年次（5年次、6年次）の三要因混合計画の分散分
析を行った。その結果、二次の交互作用が有意であった(表3参照)。
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表3.
三要因の分散分析の結果

Sources SS df MS F p ηｐ
2

Between Subjects

異文化経験 16.70 2.00 8.35 3.19 * 0.043 0.02 

誤差 678.34 259.00 2.62 

Within Subjects

動機づけ 543.82 2.48 219.66 190.23 ** < 0.001 0.42 

動機づけ× 
異文化経験

2.41 4.95 0.49 0.42 0.833 0.00 

誤差 740.41 641.21 1.15 

年次 1.24 1.00 1.24 2.00 0.159 0.01 

年次×異文化経験 2.95 2.00 1.48 2.37 0.095 0.02 

誤差 161.14 259.00 0.62 

動機づけ×年次 6.57 2.83 2.32 7.19 ** < 0.001 0.03 

動機づけ×年次×異
文化経験

7.27 5.66 1.28 3.97 ** 0.001 0.03 

誤差 236.90 732.61 0.32 
*p ＜.05. **p ＜.01.

二次の交互作用を解釈するために、単純交互作用の検定を行った。その結果、海
外滞在経験群における動機づけと年次(F(3,777) = 3.58, p = .014,ηp

2 = .01)、海外旅
行経験群における動機づけと年次(F(3,777) = 5.95, p = .001, ηp

2 = .02)にそれぞれ
有意差がみられた。また、5年次には、異文化経験と動機づけに有意差がみられた
(F(2,259) = 3.15, p = .044, ηp

2　= .02)。
単純・単純主効果と多重比較の結果、海外滞在経験群の内発的動機づけは5年次

から6年次に低下するが、同一視的調整と外的調整は有意に上昇していた(F(1,259) 
= 20.81, p < .001, ηp

2 = .07; F(1,259) = 23.74, p < .001,ηp
2　= .08; F(1,259) = 6.01, p 

= .002,ηp
2 = .02; 図3参照)。海外旅行経験群の内発的動機づけと外的調整は5年次か

ら6年次に低下し、同一視的調整と取り入れ的調整が有意に上昇していた(F(1,259)= 
50.04, p < .001,ηp

2 = .16; F(1,259) = 108.52, p = .002,ηp
2 = .30; F(1,259) = 32.03, p < 

.001,ηp
2 = .11; F(1,259) = 7.73, p = .006,ηp

2 = .03)。また、5年次には、異文化経験と内
発的動機づけに有意差がみられ(F(2,259) = 5.24, p = .006,ηp

2 = .04)、海外滞在経験
群と海外旅行経験群の内発的動機づけは海外経験なし群の内発的動機づけより有
意に高かった（図4参照）。つまり、5年次は、異文化経験がある児童の内発的動機づ
けが、異文化経験がない児童の内発的動機づけよりも高い傾向がみられた。
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図3.
群別における動機づけ平均値の年次比較

図4.
年次別における動機づけ平均値の群比較

注 海外滞在: 海外滞在経験群、海外旅行: 海外旅行経験群、海外経験なし: 海外経
験なし群 

最後に、児童の異文化経験による英語コミュニケーション能力と動機づけへの影
響を具体的な経験例から検討するため、保護者の自由記述に対して大谷（2007）を参
考にしたSCATによる分析を行った（付録参照）。

考察

本研究は、異文化経験を指標に、外国語活動におけるリスニングを基本とするコミュ
ニケーション能力と動機づけについて、縦断的調査から検討を行った。その結果以下
の5点が明らかになった。
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第一に、異文化経験(海外滞在経験、海外旅行経験、海外経験なし)によって小学
校英語における英語コミュニケーション能力の伸びは異ならないが、全体的に英語コ
ミュニケーション能力は向上することが明らかになった。つまり、5年次から6年次の伸
びは、海外経験ではなく、学校における学習の影響が大きいと考えられ、小学校英
語における英語コミュニケーション能力の向上に異文化経験による差はみられなかっ
た。

一方で、海外滞在経験群の保護者からは、「帰国後の英語コミュニケーション能力
の低下」が概念として抽出された。例えば以下のような記述があった。

「息子が2人とも現地校に通っていました。2人とも1か月くらい何も話さず
友人や先生の会話を吸収した後、はじけたように英語を話しだしました。
帰国後は家でも英語を話していましたが、今では家でも日本語になりまし
た。英語をキープするまたはインプルーブする環境、場所が日本には少な
いのと、（学費が）6高いのでなかなか難しいと感じています。」（海外滞在
経験群）

「幼少期に2年間ベトナムでインターナショナル幼稚園に通ってました
が、現在はすっかり忘れています。が、ヒアリング力は身体で覚えているよ
うです。外国人に対する抵抗はないようです。」（海外滞在経験群）

現地校やインターナショナルスクールに通い学習を英語や他の言語で受けてきた
児童にとっては、環境要因は大きい。例えば、海外滞在経験群の英語コミュニケーシ
ョン能力における平均値は5年次と6年次でほぼ変化がなかったが、標準偏差（SD）
は広がっていた。つまり、保護者が不安視する能力の低下は個人差が大きいと考えら
れる。塾など学校外の影響も考えられるが、海外滞在中に培ったリテラシー能力によ
る個人差もあるため(Tomiyama, 2009)、この差については慎重に扱うべきであろう。
一方で、海外滞在経験群の英語コミュニケーション能力が極端に下がることはなく、
全群において英語コミュニケーション能力の向上がみられることは学校教育が過去の
経験より影響力が強いことを示唆すると考えられた。

第二に、異文化経験（海外滞在経験）は、英語コミュニケーション能力を高めること
が明らかになった。具体的には、海外滞在経験群の英語テスト（英検ジュニア・シルバ
ー）の結果は、他の群と比較して有意に高い値を示していた。先行研究から、英語圏
における海外滞在経験が2年程度になると、英語コミュニケーション能力に問題がなく
なると指摘されてきたが(Cummins, 1982/2001; 箕浦, 2006；中島, 2016)、本研究は、平
均2年半の英語圏以外も含む海外滞在経験群のコミュニケーション能力が、海外旅行
経験群や海外経験なし群と比較して高いことがデータに基づいて明らかになった。ま
た、保護者からも上述の「帰国後のコミュニケーション能力の低下」の概念とともに「海
外滞在時の英語コミュニケーション能力の向上」が抽出された。

この結果は、異文化経験ではなく、海外滞在経験群の保護者の教育への関心が
高いことに起因する可能性も考えられる。しかし、英語テストの結果は、5年次から6
年次に群間の差がなく向上していた。家庭環境による学力差は、学年を経ることに広
がることを考えると（中西, 2017）、5年次から6年次に群間のテスト結果の差が開くよ
うであれば、保護者の教育方針の影響と解釈できる。しかし、群間のテスト結果の差
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は、5年次から6年次に広がらなかった。つまり、海外滞在経験群の高い成績の保持
は、保護者の教育への関心に起因するものではない可能性が高いと考えられた。

加えて、海外旅行経験群(5年次M = 80.32, 6年次M = 83.89)、海外経験なし群(5年
次M = 80.12, 6年次M = 83.24)のテスト結果もバトラー・武内(2006b)の6541名を対象
とした調査結果(5年生M = 73.82, 6年生M = 76.97)と比較してかなり高かった。海外
滞在経験群がいることで英語使用をイメージしやすく、学校全体の英語コミュニケー
ション能力が引き上げられるのかもしれない。もしくは、英語特区の指定を受けた1年
次からの外国語活動の効果である可能性もある。この環境による学習効果について
は、本研究の目的から外れるため、今後別途さらなる検証が求められよう。

第三に、異文化経験群（海外滞在経験群・海外旅行経験群）の内発的動機づけ
は、5年次から6年次にかけて減退するが、外発的動機づけが向上することが明らか
になった。内発的動機づけが6年次に低い結果は、学年比較を行った先行研究が6年
生は最も低い内発的動機づけを有していたという指摘とも一致する（Carreira, 2006a, 
2006b; Carreira, 2011; 林原, 2013; Nishida, 2015）。また、保護者からも「内発的動機づ
けの保持の難しさ」という概念が抽出された。

「海外に行った後は、英語が話せるようになりたいと言う。が、長続きしな
い。」（海外旅行経験群）

異文化経験群（海外滞在経験群、海外旅行経験群）の6年次の内発的動機づけは
高いが（滞在M = 3.28; 旅行M = 3.58）、学習者自身のなかでは5年次から6年次に低
下する。林原（2013）が指摘するように、外国語学習への慣れによって内発的動機づ
けが低下したのかもしれない。ただし、異文化経験が5年次から6年次に同一視的調
整を向上させている結果と同時に解釈すると、異文化経験が児童の発達を促進して
いると受け取ることができる。例えば、この傾向は、児童期に内発的動機づけを有し
ながら学んでいると将来の目標が明確化され、高学年に同一視的調整の向上に繋が
るという指摘と一致する(櫻井, 2017)。保護者からは「外国人の友達との会話の希望」
という将来性を含む概念が抽出された。

「毎回行くと会う友達（カナダ人）ともっと話せたら楽しいのになと言うよ
うになった。」（海外旅行経験群）

つまり、異文化経験は、内発的動機づけが低下しても同一視的調整を高めること
によって、動機づけの成長を強化させると考えられた。

異文化経験の影響は、統制的動機づけ（取り入れ的調整・外的調整）においても確
認された。まず、海外旅行経験群の取り入れ的調整が向上した。高学年は優越欲求
が芽生える時期であることから（櫻井, 2017）、海外旅行経験群の取り入れ的調整が
向上するのも理解できる。とくに、海外旅行経験群の内発的動機づけは、5年次に海
外滞在経験群と似た傾向が確認されたが、英語テスト結果については海外滞在経験
群と比較すると有意に低かった。自己決定理論に基づいて動機づけが学業成果に先
行すると考えれば、海外旅行経験群が人と比べて頑張るという動機づけが芽生える
のも理解に難くない。海外旅行経験群の保護者から「くやしさ」という他者の能力と自
分の能力との比較による動機づけが抽出された。
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「名前を聞かれすぐ答えられなかったのが、くやしかったようです。」（海
外旅行経験群）

「就学前にカナダに旅行で行ったとき、周囲の人やアナウンスで流れる
英語が理解できず、「言葉を理解できないことがくやしい」と言っていた。（
訪問し滞在させていただいた友人が英語も日本語も話せたため）そのた
め、英語の塾の勉強に力を入れている。」(海外旅行経験群)

この「くやしさ」という概念は海外滞在経験群の保護者の回答からは見られなかっ
た。一般的に、他者との比較における動機づけは、取り入れ的調整に分類され統制
的と扱われるが、この悔しかった経験が原動力となり、英語学習に取り組むことは、
他者を意識して努力するといった成長に繋がる肯定的な行動と言える。海外旅行経
験群は、同一視的調整とともにこの取り入れ的調整を向上させていたため、異文化
経験（海外旅行）は子どもの動機づけの幅を広げることに役立っていると考えられた。

海外滞在経験群の外的調整は5年次から6年次に向上し、海外旅行経験群の外的
調整は5年次から6年次に減退することが明らかになった。このことは、海外滞在経験
群は、外部からの要求に応じる学習動機が5年次から6年次に強くなり、海外旅行経
験群は弱くなることを示している。海外滞在経験群の保護者からは「英語コミュニケ
ーション能力の向上と帰国後の低下」に加えて「帰国後の保護者の努力」が抽出され
た。つまり、外的調整への5年次から6年次の影響は異文化経験以外の要因も大きい
と考えられた。

「年長から小2の時期に海外のインターナショナルスクールに入っていた
ため、基本的な英語力はついたと思いますが、現在週1回40分の個人レッ
スンのみで３年経過しますが、やはり話す力の衰えは避けられないところ
が問題です。」（海外滞在経験群）

この活動に対して、海外旅行経験群の保護者からは主に英語学習に対する「保護
者の目標」が述べられていた。

「私が全く英語が話せないので、視野を広げる意味でも英語は習わせて
あげたいと思った。」（海外旅行経験群）

つまり、外的調整は統制的な動機づけであるため、視野を広げるといった目標で
はなく、週に40分の英会話スクールの設定といった具体的に児童の行動を統制した
場合に高まると考えられる。外的調整は中学校受験を考えるなど6年次に一時的に高
い場合は良いが、継続すると児童が学習理由を見失う可能性もある。帰国後は、児
童の内発的動機づけとのバランスを考えながら、保護者は塾や家庭学習を設定する
ことが求められよう。

海外経験のない群には、5年次から6年次に動機づけの変化はなかった。この結果
は、学年により動機づけが低下すると指摘する横断的調査の結果と矛盾するが、縦
断的調査の結果を支持する（Nishida, 2015）。調査を行った学校は異文化経験を持つ
児童の数が国内経験のみの児童の数より多い環境を持った公立小学校であった。異
文化経験を有する児童と比較すると、異文化経験がない児童の動機づけは、5年次
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には低かったが、学校は海外経験を有する友達と交流する場所となっていた可能性
がある。例えば、教員からも異文化経験のある児童には「海外の生活の様子を話して
もらったり、日本との違いを話してもらったりすることで、知らないこと（本やネットでは
出てこないこと）を知ることができる。」というコメントがあった。さらに、この結果は林
原（2013）の外国語活動と国際交流の連携が動機づけの学年差をなくすという指摘
や、日本の国際小学校における先行研究（Tanaka & Kutsuki, 2018）において、日本語
母語児童の内発的動機づけが中学年から高学年にかけて一定であった結果とも一
致する。一般的には、学年を経ることに低下する傾向がみられる内発的動機づけは、
新しい知的好奇心が刺激される海外経験の疑似体験が得られる環境において低下し
ないと結論づけられる。

第四に、異文化経験による内発的動機づけへの効果が確認された。内発的動機づ
けは、5年次には異文化経験のある児童（海外滞在経験群、海外旅行経験群）が異文
化経験のない児童（海外経験なし群）と比較して高く、保護者からも「英語使用による
達成感」という概念が抽出された。

「一人でハンバーガーを買いに行かせました。行くまではド緊張していま
したが、買って戻ってからは「また買いに行きたい！」と自信につながりまし
た。あらゆる人種にふれて日本人としてどこが違うのか？と考える（文化に
ついて等）ようになりました。」（海外旅行経験群）

英語を使って何かを成し得た体験をすると、内発的動機づけが上がる行動の変化
がみられるのだろう。5年次の内発的動機づけは高く（滞在M = 3.92; 旅行M = 3.71）、
児童は楽しんで英語を学んでいることが分かる。一方で、5年次における3群の同一視
的調整、取り入れ的調整、外的調整に差はなかった。

　第五に、保護者からみた小学生の異文化経験による英語コミュニケーション能
力と動機づけの具体例からは、7つの概念「海外滞在時の英語コミュニケーション能
力の向上」と「帰国後の英語コミュニケーション能力の低下」（英語コミュニケーショ
ン能力）、「英語使用による達成感と内発的動機づけの保持の難しさ」（内発的動機
づけ）、「外国人の友達との会話の希望」（同一視的調整）、「くやしさ」（取り入れ的調
整）、「帰国後の保護者の努力」と「保護者の目標」（外的調整）が抽出された。異文化
経験は、英語使用による達成感から内発的動機づけを向上させる一方で、その保持
や向上は難しく、帰国後に児童は同一視的調整や取り入れ的調整を高めながら英
語学習を継続していた。外発的動機づけが高まることは発達の観点からも問題では
ないが、英語コミュニケーション能力の低下を感じたり、内発的動機づけの保持が困
難であると感じたりする状況は、内発的動機づけが結果に先行することで健全な学
びに繋がると考える自己決定理論から検討すると改善の余地がある。保護者の具体
例からは、児童に達成感を持たせたり、くやしさを乗り越え、外国人の友達との会話
に繋げたりする教育的介入が求められていることが明らかになった。

教育的示唆

本研究結果から教育的示唆は3点挙げられる。まず、内発的動機づけの保持は難し
いため、定期的な行事の設定が求められる。具体的には、小学校英語において異文
化経験が感じられる活動をカリキュラムや課外活動に組み込むと動機づけの向上に
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効果がある。福岡からフェリーに乗って行ける韓国など海外への修学旅行も考えられ
るが、国内における英語キャンプにより英語使用を可視化することで動機づけの幅を
広げることが可能となる。例えば、小学生、中学生、高校生を対象として琵琶湖の学
習船に乗り外国語指導助手と1泊2日にわたり英語宿泊を体験する「イングリッシュキ
ャンプ on うみのこ」（滋賀県教育委員会, 2019）が挙げられる。夏休みの外国語指導
助手とのキャンプは、教育委員会との連携が不可分になるが、国内における環境の
変化を伴う学習としては貴重な経験となろう。異文化経験に基づく動機づけの向上
は、学習指導要領にある「生涯にわたって継続して外国語習得に取り組もうとすると
いった態度」の育成を促進する可能性がある（文部科学省, 2018, p. 74）。また、オンラ
インを通した小学校同士の交流も一案である。本研究から、英語圏・非英語圏両者を
含む異文化経験が動機づけの幅を広げること（例、同一視的調整、取り入れ的調整）
が明らかになったため、時差の少ない近隣諸国の小学校とのオンライン交流も実践
的学習になると考えられる。

さらに、授業には知的好奇心が刺激される展開が求められる。知的好奇心が刺激
される活動として、言語活動には海外に行った際に子どもが遭遇する状況を入れると
よい。例えば、海外旅行経験から英語使用による達成感を児童が有していたため、海
外において大人が子どもに尋ねそうな質問について答えられるようにしておくことが
有効である。名前、年齢、滞在期間、どこに観光に行ったのか、どの観光先が好きか、
などが挙げられる。また、ファーストフード店において、ハンバーガーなどを注文し、相
手の質問や説明（例えば、単品かセットか、ドリンクは何がいいのか、店内で食べるの
か持ち帰りか、合計金額はいくらか）を聞きとり、応答するといった小学生の行動を想
定した言語活動が求められる。学習指導要領にもあるように、外国語学習の目的がコ
ミュニケーションであるならば、国際理解とともに、ニーズに合った実践的な指導も求
められる(Oga-Baldwin et al., 2017)。

最後に、クラス形態は、レベル別ではなく様々な児童を混ぜ、児童の経験を活か
すことが推奨できる。異文化経験のある児童の知識をスタート地点に、ある地域の興
味深い食べ物を英語で描写して、国内の類似する食べ物と比較するなど、国内外に
とらわれない児童の多様な経験・知識を共同で活用する言語活動が、知的好奇心を
刺激し、学年による内発的動機づけの減退を止めることに繋がる可能性がある。さら
に、自分しか知らない知識を説明することは授業参加を促し、説明を追加するといっ
た「配慮」（文部科学省, 2018)の必要性を体験させる機会にもなる。児童の経験を活
かすクラス形態は、英語コミュニケーション能力の向上にさらに磨きをかけることにな
るだろう。

本研究の限界

本研究の限界は2点ある。まず、英語テストによる英語力の測定である。本研究で
は、公立小学校3校を対象として異文化経験の有無による比較研究を行うために、平
均的な児童の能力を想定した英語テスト（英検ジュニア・シルバー）を採用した。デー
タからは5年次の海外滞在経験群のテスト結果に天井効果が認められたため、異な
るテストを実施すると、異なる結果がみられた可能性がある。ただし、高度なテスト
であると小学生全体の英語コミュニケーション能力の測定が難しくなるというジレン
マが生じる。この状況は国際化が進む公立小学校において今後課題になる事案であ
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る。全国的な英語テストを作成する場合は偏差値ベースの評価を採用するなど配慮
が必要であろう。

また、本研究は、異文化経験の影響を内発的動機づけ、外発的動機づけから調べ
ようと試みたが、5年次から6年次への外的調整の変化は、帰国後に保護者が設定す
る塾などの異文化経験以外の要因が大きいことが明らかになった。そのため、5年次
から6年次における異文化経験の影響は、内発的動機づけ、同一視的調整、取り入れ
的調整を中心に解釈を行った。今後は学校外学習を精査することで、外的調整も含
んだ異文化経験の英語学習への影響をより深く明らかにできよう。

結論

本研究は、異文化経験（海外滞在経験、海外旅行経験、海外経験なし）による英
語コミュニケーション能力と英語学習に対する動機づけへの影響を縦断的調査から
明らかにした。本研究から、海外滞在経験は英語コミュニケーション能力と内発的動
機づけ両者を向上させ、海外旅行経験は内発的動機づけを向上させるが、内発的動
機づけのみへの影響は長く続かないことが明らかになった。具体的には、海外滞在
経験群の英語コミュニケーション能力は常に高い一方、5年次に高かった異文化経験
群（海外滞在経験群・海外旅行経験群）の内発的動機づけは6年次には低下し、異文
化経験なし群（海外経験なし群）と差がなくなっていた。しかしながら、外発的動機づ
けも加味した動機づけの全体的傾向から、異文化経験は、内発的動機づけを向上さ
せることを基盤に、6年次には、同一視的調整を向上させ、複数の動機づけを高める
ことにより、動機づけを強化すると考えられた。今後は、児童同士の相互作用から、自
らの能力に伸長を感じる体験的な指導が必要であろう。多様な経験を有する児童が
増えると予想される公立小学校において、児童が共に学び合い、実際の英語使用を
想定できる環境を授業内外で提供する包括的な英語教育が求められる。

注

1. これらの先行研究は到着時の年齢を統一したものではないが、海外滞在先にお
ける言語習得研究は、児童の海外移住時期が多様であるため、到着時の年齢と
習得期間を基準にすると、調査時の年齢がそろわず、調査時の年齢と習得期間
を基準にすると、到着時の年齢がそろわないジレンマがある（バトラー, 2015)。
そのため、到着時または調査時のいずれかの年齢を基準にした量的研究、また
は個人を対象とした質的研究に限られる。

2. 質的研究におけるコーディングは、テクストを生成的にコーディングし、理論化
へ進む（大谷, 2019）。しかし、本研究は、混合研究のため「あらかじめ決められた
コード群からコードを付す標準化コーディング」 (大谷, 2019, p. 41) を採用した。

3. 自己決定理論の調整は連続体であると指摘されるように(Ryan & Deci, 2002)、
隣り合う調整は実社会では重なる部分がある。具体的には、人の心には必ずし
も明確な境界線があるわけではない。Tanaka and Kutsuki(2018)が指摘するよう
に、空にかかる虹のように、自己決定理論はそれぞれの調整に異なる（特）色が
ありながらも連続体であるため、理論に基づいてより近い構成概念に分類、また
は両方に分類することが妥当と判断した。
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4. αは5年次と6年次の値の記述である。
5. ｒは5年次と6年次の値の記述である。
6. 調査者が説明を追加した。
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付録

保護者の記述に対するSCATによる分析例

テクスト テクスト中の注目
すべき語句

テクスト
中の語
句の言い
換え

左を説
明するよ
うなテク
スト外の
概念

テーマ・
構成概念

息子が2人とも現地校に通ってい
ました。2人とも1か月くらい何も
話さず友人や先生の会話を吸収
した後、はじけたように英語を話
しだしました。帰国後は家でも
英語を話していましたが、今で
は家でも日本語になりました。英
語をキープするまたはインプル
ーブする環境、場所が日本には
少ないのと、高いのでなかなか
難しいと感じています。

現地校、何も話さ
ず、会話を吸収、は
じけたように英語
を話す、帰国後は
家でも英語、今で
は家でも日本語、
英語をキープする、
インプルーブする
環境、場所が日本
には少ないのと高
いのでなかなか
難しい

外国の
学校、会
話力、向
上、帰国
後、保
持、困難

海外滞在
時の英語
コミュニ
ケーショ
ン能力の
向上、帰
国後の英
語コミュ
ニケーシ
ョン能力
の低下

英語コミ
ュニケ
ーション
能力

幼少期に2年間ベトナムでインタ
ーナショナル幼稚園に通ってま
したが、現在はすっかり忘れて
います。が、ヒアリング力は身体
で覚えているようです。外国人
に対する抵抗はないようです。

幼少期、インターナ
ショナル幼稚園、
現在はすっかり忘
れています、ヒアリ
ング力

外国の
学校、忘
却、外国
人への抵
抗がない
ぐらいの
聞く力

帰国後の
英語コミ
ュニケー
ション能
力の低下

英語コミ
ュニケ
ーション
能力
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海外に行った後は、英語が話せ
るようになりたいと言う。が、長
続きしない。

海外、英語が話せ
るようになりたいと
言う、長続きしない

自発的な
英語学習

（目標設
定）、継
続、困難

内発的動
機づけの
保持の難
しさ

内発的動
機づけ

毎回行くと会う友達（カナダ人）
ともっと話せたら楽しいのになと
言うようになった。

毎回行くと会う、友
達、もっと話せたら
楽しい

友達、英
会話、将
来性

外国人
の友達と
の会話の
希望

同一視的
調整

名前を聞かれすぐ答えられな
かったのが、くやしかったよう
です。

名前、すぐ答えら
れなかった、くやし
かった

能力の限
界、葛藤

くやしさ 取り入れ
的調整

就学前にカナダに旅行で行った
とき、周囲の人やアナウンスで
流れる英語が理解できず、「言
葉を理解できないことがくやし
い」と言っていた。（訪問し滞在
させていただいた友人が英語
も日本語も話せたため）そのた
め、英語の塾の勉強に力を入れ
ている。

就学前、アナウン
ス、理解できず、く
やしい、勉強に力
を入れている

能力の
限界、他
者との
比較、葛
藤、学習
に対する
努力

くやしさ 取り入れ
的調整

年長から小2の時期に海外のイ
ンターナショナルスクールに入っ
ていたため、基本的な英語力は
ついたと思いますが、現在週1回
４０分の個人レッスンのみで３
年経過しますが、やはり話す力
の衰えは避けられないところが
問題です。

年長から小2、海外
のインターナショナ
ルスクール、基本
的な英語力、週1回
40分の個人レッス
ン、話す力の衰え

外国の学
校、基礎
的な英
語力、保
護者の努
力、話す
力の低
下、悩み

海外滞在
時の英語
コミュニ
ケーショ
ン能力の
向上と帰
国後の低
下、帰国
後の保護
者の努力

英語コミ
ュニケー
ション能
力、外的
調整

私が全く英語が話せないので、
視野を広げる意味でも英語は習
わせてあげたいと思った。

私が全く英語が話
せない、視野を広
げる、英語は習わ
せてあげたい

保護者、
話す力、
視野、教
育方針

保護者の
目標

外的調整

一人でハンバーガーを買いに行
かせました。行くまではド緊張し
ていましたが、買って戻ってから
は「また買いに行きたい！」と自信
につながりました。あらゆる人種
にふれて日本人としてどこが違
うのか？と考える（文化について
等）ようになりました。

ハンバーガーを買
いに、行くまではド
緊張、自信に繋がり
ました、あらゆる人
種に触れて日本人
としてどこが違うの
か？と考える

経験（英
語使用）、
英語コミ
ュニケー
ションへ
の自信、
異文化
理解

英語使用
による達
成感

内発的動
機け


